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【食品産業の地球温暖化・省エネルギー対策促進事業 研修会（福岡）】

２０１４（平成２６）年２月１４日（金）

循環型社会構築にあたっての
食品容器包装の考え方

一般財団法人 食品産業センター 後藤 浩之
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一般財団法人 食品産業センター

・ 食品産業界全体の相互連携＆食品産業の
健全な発展を図るための中核的・横断的団体とし
て、１９７０（昭和４５）年に設立

・ 加工食品業界を網羅する業界団体、企業、

都道府県における地方食品産業協議会など３００
を超える法人が賛助会員として当センターを支援
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環境委員会の設立

・ ２００９（平成２１）年６月、当センターに設立

・ 構成員は、団体・企業会員の環境問題担当責任
者など

・ 食品産業に係わる環境諸問題について、食品産
業界やコンシュマーへの情報提供＆行政への意見
表明、提案

① 容器包装リサイクル

② 食品ロスの削減＆食品リサイクル

③ 地球温暖化対策



食品製造業が果たしてゆくこと
～ 環境配慮設計の推進 ～

食品製造業は、
「容器包装に関する環境配慮設計」が大きく二つに
分類されると考える。

（A） ３Ｒを中心とした容器包装自体の環境配慮設計

（B） 容器包装を通じたトータルの環境配慮設計
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食品製造業のトータル環境配慮設計 ①

食品容器包装の基本機能

食の安全・安心に対する絶対的な保証

保護機能 外部と遮断し、内容物の安全性・品質を保証

利便機能 輸送・小分け・調理が容易、ＣＯ２の抑制

情報機能 デザイン・表示

（成分、材質、取扱い、栄養、注意喚起、賞味期限など）
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食品製造業の３R取り組み状況 ①

容器包装リデュース事例

包装紙の減量

口径の縮小

薄肉化

直充填 （小袋を無くす）
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食品製造業の３R取り組み状況 ②

リサイクルへの取り組み

易リサイクル
Ｂ to  Ｂ

メカニカルリサイクル再生PET樹脂
100％の“リペットボトル“

詰め替え
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食品製造業のトータル環境配慮設計 ②

トータル環境配慮設計概念図

経済社会構造の変化

世帯人数減 資源減少 環境悪化

容器包装
の３R

トータル
環境配慮

高齢化と人口減少

安全・安心の保証

□食べ残し削減、製造負荷の低減
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□賞味期限延長によるロス削減

□輸送エネルギー削減

□消費者への情報発信での啓発



食品製造業のトータル環境配慮設計 ③

トータル環境配慮設計事例 ①

中身ロス削減事例

小分け包装による廃棄削減

ホワイトソース290ｇ ホワイトソース70ｇ
小袋×3

賞味期限延長による廃棄削減

うなぎ蒲焼き
（賞味期限３日）

パック入りうなぎ蒲焼き
（賞味期限30日）

背景

小分けして食べきれるサイズに

食品ロスの削減に貢献

料理を食べ残した理由

量が多かった 71.7%

農水省食品ロス統計調査（H21)

容器の小分け、複合素材の使用 9



食品ロスの削減に向けて：農林水産省の資料より

参考
資料
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食品製造業のトータル環境配慮設計 ④

トータル環境配慮設計事例 ②

映像は、イメージ：Ｊ－オイルミルズ社
資料を引用

輸送エネルギー削減
・世帯人数、構成の変化にあわせて容器形態を変化

・約1.5倍に輸送効率向上 ⇒ ＣＯ２削減へ

ガラス瓶
中身1650ｇ
容器包装950ｇ

スチール缶
中身500ｇ
容器包装75ｇ

ペットボトル（プラ区分）
中身450ｇ
容器包装40ｇ

プラスチック
中身400ｇ
容器包装15ｇ

高齢化

小世帯化
単身化

大世帯
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食品製造業が果たしてゆくこと
～ 各主体の参画意欲向上への取り組み ～

① 環境ラベル
② 工場見学
③ ＣＳＲ報告書など
④ ＮＰＯ法人・消費者団体との交流
⑤ 各種イベント参画

各主体とのコミニュケーションの推進
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• 商品への環境情報の提示（環境ラベル）

『温めずにおいしいカレー』
4カ所に設けた切り込みスリットによる、たたみ戻りのないロック
機構の使用法を表示し、廃棄時にかさばらない。

外箱に記載している説明イラスト 左側はロック機構なし 右側はロック機構あり

『楽エコ』マークの表示（これは便利シリーズ）
商品パッケージの重量を削減するとともに廃棄時の容積削減を
目的として、「小さくできる」商品パッケージを採用した商品群に
このマークを表示

消費者とのコミニュケーション事例 ①
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行動啓発

環境性能アピール

協力と理解訴求

消費者とのコミニュケーション事例 ②
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要旨
～容器包装の環境配慮設計＆ＣＯ２削減について～

１．容器包装材料の削減や易リサイクル性などに
よる資源使用量・廃棄物量の削減

２，賞味期限の延長や小分け包装による食品ロス
削減

３，環境情報の提供（例：環境ラベル）によるグリーン
コンシュマー育成＆買い物行動の啓発


